
- 1 -

大学院教員派遣研修報告書

所 属 校 調布市立八雲台小学校 氏 名 野 澤 由 美

派遣大学院 東京学芸大学大学院 教育学研究科 専 攻・ 理科教育専攻 基礎自然科学・

コース 理科教育講座 理科教育学分野

研究テーマ 小学校理科における習熟度別少人数学習の効果の検証

Ⅰ．本研究の目的と背景

１．理科の学力に関する国際比較 ２．新学習指導要領のねらいと一部改正

３．個に応じた教育の必要性と個に応じた指導のための指導方法の工夫

４．本研究の目的と内容

， ，本研究では 理科における習熟度別少人数指導の効果と課題について検証することを目的とし

習熟度別少人数学習の効果的な取り入れ方を提案する授業実践を行い，授業前後において子ども

の資質・能力がどのように変容したかを分析することにより，その有効性を検証した。

（省略）Ⅱ．小学校における習熟度別少人数学習指導の先行研究

Ⅲ．理科における少人数学習のあり方

１．理科における少人数学習の目的

理科の目標を達成するためには，子どもが自然から問題を見出し，解決する過程を体験するこ

と，主体的に観察・実験を行うこと，自然のきまりや規則性を実感をもって理解することの３つ

の条件が必要である。習熟度別少人数学習では，これらの条件が揃いやすく，納得や実感を繰り

返すことにより，子どもの中に科学的な見方・考え方が育っていく。

２．理科における少人数学習集団の編成

．児童の興味・関心を大切にした編成Ａ

追究したい問題が同じ 予想や観察・実験の方法が同じＡ－１ Ａ－２

課題選択単元で，同じ学習課題を選択Ａ－３

習熟の程度に応じた編成Ｂ．

既習内容理解の習熟度別コース編成 追究する力の習熟度別コース編成Ｂ－１ Ｂ－２

本研究では，Ｂタイプを習熟度別少人数学習とよび，これについて実践を行った。

３．理科の習熟度別少人数学習の基本的な考え方

， ，学習活動の各場面において理科で育てたい資質・能力を４観点から評価し 個人差が大きい時

習熟度別に学習集団を編成してコース別に学習活動を行う。

４．習熟度別少人数学習の効果的な取り入れ方

＊理科の各領域・内容の特性から分析すると，追究の段階で多様な考えが出やすいことから，

Ｂ領域の追究する段階，発展の段階で行うと効果的である。

＊単元における指導計画の構想から分析すると，問題解決の場面では観察・実験の計画を立て，

追究する「調べる」段階が行いやすい。子どもの自己評価を含め，評価計画・指導計画をしっ

かりと組み立てることが重要。学習活動毎にグループ編成を行い，進めることが適切。

Ⅳ．理科における習熟度別少人数学習の実践と検証

１．第４学年「もののあたたまり方」における実践（詳細は省略）

２．第６学年「水溶液の性質」における実践

年度 調布市立八雲台小学校 ６学年３クラス（☆この実践を中心に述べる）2003
東京学芸大学附属小金井小学校 ６年２組にて実践。

( )習熟度別少人数学習集団による指導のねらい（省略）1
( )少人数指導の実際（指導と評価計画の概要／全１４時間）2

☆プレテスト （事前） （ものの溶け方，ものの燃え方の理解や科学的思考の素地をさぐる）

学級一斉・ＴＴ第１次 「色の変わる液」 （２） （課題を持たせるための導入実験）

＊７種類の水溶液に紫キャベツ液を加え，色の変化をみる
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「 」（ ） 「 」 （ ）第２次 水溶液の仲間わけ １ 第３次 ５種類の水溶液を見分けよう！ ３

第４次 「気体の溶けている水溶液 （２） 第５次 「金属を溶かす水溶液」 （２）」

( )第６次での子どもの姿3
( )評価基準の達成度から見た子どもの変容4

＊前単元と，本単元後における評価基準の達成度を比較 ＜表１＞

( )ポストアンケートから見る子どもの関心・意欲・態度と到達度についての自己評価5

３．本研究の成果と課題

( )成果1
＊習熟度別少人数学習により，一人一人の子どもに自己肯定感が育ち，学習に対しての意欲が

わき，見通しを持って問題を解決する力が育つ。

＊観察・実験を通して追究する必要がある場面等において，子どもに自らの習熟度を自己評価

させ，学習集団を編成して少人数学習を実施すると効果的である。

＊理科を専門としない教員にも，子どもが自ら追究する学習の展開方法が分かり，個に応じた

指導を計画的に行うことができる。

( )課題2
＊子どもが自らの習熟度を適切に評価し，自分にあったコースを選択できるように自己評価力

を育てることが重要。

＊習熟度別少人数学習の円滑な実践には，教師間の綿密な打合せと共通理解，授業準備のため

の時間的な保証と，時間割の調整が必要条件である。

＊各教員に理科の専門的な知識と指導の技能が要求されるが，理科を専門とする教員が少人数

担当となり，繰り返し実践していく中で，各教員の理科に関しての資質・能力が向上してい

くことが期待される

習 熟 度 別 少 人 数 学 習 集 団 ３ 学 級 ３ コ ー ス 編 成 （ 学 年 を ４ 分 割 ）

※ 実 験 の 方 法 を 考 え ， 計 画 が 立 て ら れ た か ど う か （ 科 学 的 思 考 ・ 技 能 を 評 価 ）

じ っ く り コ ー ス

先 生 や 友 達 と 相 談 し な
が ら ゆ っ く り と 進 め る

わ い わ い コ ー ス Ａ ・ Ｂ

友 達 と 相 談 し な が ら 進 め る
先 生 は い つ で も 相 談 に 乗 る

ど ん ど こ コ ー ス

自 分 の ペ ー ス で 進 め る
方 法 別 に グ ル ー プ

少 人 数 担 当 Ａ ： １ 組 担 任 Ｂ ： ２ 組 担 任 ３ 組 担 任

テ ー マ Ｂ 「 身 の 回 り の も の を 使 っ て ， 色 の 変 化 を 見 よ う ！ 」

テ ー マ Ｃ 「 金 属 の 他 に 溶 け る も の は 何 か ？ 」 ６ 年 第 ６ 次 指 導 案 .d o c

＊ 同 じ コ ー ス で ， 両 方 の 課 題 に つ い て ２ 時 間 ず つ 実 験 を 行 う

＊ 単 元 の ま と め は ， そ れ ぞ れ の コ ー ス で 行 う

第 ６ 次 「 も っ と 追 究 し よ う 」 （ ４ ）

＊ 追 究 し た い 課 題 に つ い て ， 実 験 方 法 を 考 え る 学 級 一 斉 ・ 担 任

1 5 人 5 1 人 3 0 人

， 。☆各観点とも 評価基準の達成度が上がっている

↓

↓さらに各観点別の変容を分析

☆関心・意欲・態度で，評価が大きく上がった。

☆観察･実験の技能･表現で，評価Ａが著しく増加

☆じっくりコースの子どもは，各観点でＣ→Ｂへ

評価が上がった。

※習熟度別少人数学習の効果があったことが分

かる。
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大学院派遣研修成果活用状況

所 属 校 調布市立八雲台小学校 氏 名 野 澤 由 美
フ リ ガ ナ ノ ザ ワ ユ ミ

派遣大学院 東京学芸大学 専 攻 理科教育専攻 基礎自然科学・

大学院教育学研究科 コース 理科教育講座 理科教育学分野

小学校理科における習熟度別少人数学習の効果の検証研究テーマ

① 教務担当主幹及び理科主任として，各学年の理科授業の準備，計画，安全指導等につい

１ て指導を行った。

所 ② 初任者，及び初任４年目までの若手教員の育成のため，随時，授業作りの相談に乗り，

属 実験器具の扱い方，安全上の留意事項，薬品の作り方や扱い，予備実験を含め，理科の授

校 業においての基礎・基本が習得できるように指導を行った。

で

の ③ ２年次研修の教員のグループ研究のために，児童が主体的に学習を進めるための活動，

成 理科授業の構成のしかた，理科における指導案の書き方等についての資料を提供し，授業

果 案作りのアドバイスを行った。

活

用 ④ 担当学年（６年）の理科授業に，子どもが自ら追究する学習の展開を用い，見通しをも

って観察・実験をする力を育てた。また，自己評価により，児童が自ら身に付いた力を意

識しながら学習を進められるようになった。

☆東京都認定講師として登録，

平成１６年度 東京都教職員研修センタ－における選択課題研修 理科２－Ｃ２

（平成１６年８月１２日実施）「児童が主体的に活動できる理科室の活用」

委 ＊プレゼンテーション

員 ＊実技研修

会 ＊実践交流

・ ○参加対象者 都内小学校・盲ろう学校の教諭 約３５名

研

修 平成１７年度は，依頼があったが，日程の調整がつかず行っていない。

会

で

東京都小学校理科研究会 実技研修会「植物観察会」において講師のアシスタントの ☆

成 ○都立神代植物公園 講師 畑中 喜秋先生 （平成１７年７月２８日実施）

果 ○参加対象者 都内小学校教諭 約４０名

活

用
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様式２

☆調布市教育研究会 理科研究部部長として，研究推進・研修計画実施を行っている。

研究テーマ３

『見通しを持って活動し，自らの考えを深める子どもの育成』

成 －Ｂ区分の授業研究を通して－

果

を ＊研究主題・内容・方法・研究の視点等の提案，子どもの自然への見方・考え方を

生 評価する方法の提示および指導

か

平成１６年度し

た ○中学年分科会研究授業 ４年「とじこめた空気と水」

研 ＊教材開発・及び授業案作成の指導

究 ○高学年分科会研究授業 ６年「水溶液の性質」

授 ＊指導計画・授業案の提示，自己評価を取り入れた授業の展開方法のアドバイス

平成１７年度業

等 ○高学年分科会研究授業 ５年「ものの溶け方」

＊授業案作成のアドバイス

○中学年分科会研究授業 ３年「まめでんきゅうに明かりをつけよう」

研修会のコーディネート・運営

○植物観察会 「初夏の植物 「樹木の種類と夏の植物」」

講師 玉川大学講師 畑中 喜秋先生

○実技研修会 「昆虫の進化と分類，採集と飼育」 多摩動物公園昆虫館

講師 多摩動物公園昆虫館指導員 岩淵 恵子先生

○野鳥観察会 「多摩川の野鳥」

講師 日本野鳥の会 鶴岡 久美子先生

○実技研修会 「音のよく出るスピーカー 「電気パン」」

講師 調布市富士見台小学校教諭 小幡 勝先生

○参加対象者 調布市内小・中学校教諭 （理科部員３０名の他 オープン参加）

☆所属校では，主幹として教員の育成を中心に考える。特に理科が専門でない教員も理科が

４ 好きになり，児童が主体的に取り組める授業が展開できるように，研修会などを適宜行い

たい。機会があれば，習熟度別少人数指導を理科で実践していきたい。

今

後 ☆調布市では，教育研究会理科研究部部長として，さらに研究を深められるよう，積極的に

の 推進していきたい。そのためには，理科研究の最新情報を伝えたり，東京学芸大学との連

活 携を図ったりしながら，研究・研修計画を進めていきたい。

用

計 ☆また，研究論文にかかわるテーマの他にも，自然体験学習，環境教育学習についても研修

画 を深めてきたので，機会があれば活用していきたいと考えている。

等


